
平成３０年度

群馬県立県民健康科学大学 看護学部

推薦入学試験問題

小 論 文

群馬県立県民健康科学大学



群馬県立県民健康科学大学 
看護学部看護学科 
平成３０年度 推薦入学試験 

小論文試験問題１ 

 

下記の図は、日本を含む７カ国の満 13 歳から満 29 歳までの男女を対象にした「自分に

ついてのイメージ」に関する内閣府の意識調査結果の一部です。この結果に関連する次の

各問に答えなさい。 

 

 

図 【国別】自分の考えをはっきり相手に伝えることができる 

 

〔出典 内閣府：平成 25 年度 我が国と諸外国の若者の意識に関する調査 

  http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/thinking/h25/pdf_index.html （平成 29 年 8 月 30 日アクセス）〕 

 

 

 

問１ 調査の質問は、「“自分の考えをはっきり相手に伝える”ことについて、あなた自

身にどのくらいあてはまりますか。選択肢『そう思う』『どちらかといえばそう思

う』『どちらかといえばそう思わない』『そう思わない』の中からあてはまるもの

を１つ選んでください。」というものです。 
この結果の図から読み取れる特徴を１つ、100 字以内で説明しなさい。 

 

 

問２ あなたは、選択肢のどれを選びますか。その理由を述べるとともに、あなたの体験

をふまえて“自分の考えをはっきり相手に伝える”ことに対する自身の課題を 600
字以内で述べなさい。 

   なお、どの選択肢を選んでも、そのこと自体は採点に影響しません。 
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次の英文を読んで各問に日本語で答えなさい。 
 
A new campaign by the Japanese government is something that probably a lot of people 

would gladly follow. The “Super Cool Biz” campaign aims to encourage employees  

①to dress casually instead of their usual work suite in order to lessen the use of air 

conditioning as the summer season threatens to bring the country’s energy capacity 

close to breaking point.  

 

The “Cool Biz” campaign actually started 10 years ago but was mostly limited to 

allowing government employees to not wear their suits during summer season. But this 

time around, with none of the nuclear reactors still back online to alleviate the country’s 

energy needs, there is a greater need to conserve electricity. Excessive air conditioner 

use is one of the major culprits during the summer season and the Environment Ministry 

is trying to come up with various ways to try and find ②a solution for this. During the 

entire “Super Cool Biz” period, which runs from June to September, employees will be 

allowed and encouraged to wear polo shirts, sneakers and even Hawaiian-type shirts for 

men and summer dresses for women, in their offices. 

           （後略） 

出典：The Japan Daily Press: New campaign asks employees to dress casually for work to 

save energy, Jun 02, 2014, http://japandailypress.com/new-campaign-asks-employees-to-dress 

-casually-for-work-to-save-energy-0248939 （2017.7.26 確認） 

 

問１ 下線部①の具体例として本文中に挙げられている内容をすべて記述しなさい。 

（横書き・50 文字以内） 

問２ 本文の内容をふまえ、“Super Cool Biz”と“Cool Biz”の違いを記述しなさい。 

（横書き・100 文字以内） 

問３ 下線部②に関して、あなたの意見を述べなさい。（横書き・200 文字以内） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問題文は下記の出典より抜粋した 
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H30-看

注 意 事 項

１ 問題用紙は表紙を含めて３枚、解答用紙３枚、下書き用紙２枚、裏表紙（注意事項

記載）１枚です。

２ 解答用紙の所定の欄に、必ず受験番号・氏名を記入してください。

３ 解答は、すべて解答用紙に記入してください。下書き用紙に解答を記入しても、採

点の対象とはしません。また、解答用紙の「得点欄」には何も記入しないでくださ

い。

４ 問題用紙・解答用紙に印刷不鮮明や汚れ等がある場合は、無言のまま手をあげて、

監督員の指示に従ってください。

５ 試験中に質問や用便等の用件がある場合も、無言のまま手をあげて監督員の指示に

従ってください。

６ 試験開始後、３０分間は途中退室を認めません。

３０分経過後、途中退室する場合は、監督員の指示に従い、解答用紙を監督員に提

出したのち退室してください。

７ 問題用紙及び下書き用紙は持ち帰ってください。

８ 不正行為や、他の受験者に迷惑となる行為を行った場合は、失格とすることがあり

ます。


